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五月になりました♪5月と言えば GW♪ 私は予定がなく休日出勤・・・。もし、天気が良かったら犬たちを連れてカフ

ェめぐりでもしようかなと思ってます（-+-）やっぱりせっかくの休みなので・・・(苦笑) 

私の犬たちはドライブが大好きですぐに車に乗り込みます。 

犬たちは一度も車酔いしたことがないので車酔いの心配はないんですが… 

私がすぐに車に酔ってしまうので、犬より先にダウン（汗）運転すると酔わないんですけどね； 

いつも犬たちより先に車の中で横になっている私の上を犬たち（特に雑種のクロちゃん♂）が背中に飛び乗り 

後ろ足でフミフミしながら外の景色を見てるうちの犬です； 
 
散歩日和の季節♪ いまからの時期は犬と一緒にお出かけをする方が多いと思います。車でお出かけをされるかたに簡

に注意事項などを載せていきます。 

お出かけの際の準備！！チェックリスト！！

ぁ 水・水飲み用の容器（飲み水、トイレの処理として） 

（ドックランなど設置してあるところもありますが、ないところがほとんどなので準備をしておくといいと

あ リード（ドックランに限らず他の犬に迷惑をかけないためにもリードは必ずつけて下さい。） 

あ ブラシ（ドッグカフェなどに入る前にきれいにして入れるように持っていっておくと便利ですよ

ア 袋・紙（ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ）（設置してあることろもありますが、基本的にはお出かけする際

あ タオル（遊んだあと車に乗る時やドックカフェに行くときに足を拭くために持っていくといいで

あ 鑑札・ワクチンの証明書 

他の犬に、病気をうつされたり、うつしたりしないように予防を済まれているか場所によっては確認される

ハーティー・ハート 

料（1食分）約170kcal 

鶏むね肉（皮なし・生）35ｇ 

しいたけ（生）    1/2枚 

セロリ（茎・生）   10ｇ 

発芽玄米ごはん    60ｇ 

カッテージチーズ   大さじ1 

粉のり        小さじ1/2 

作り方 
① ご飯は、やわらかく炊いておく。 
② 鶏肉は中まで火が通るまでゆでる。 
③ シイタケは細かく刻み、さっと熱湯に通す。 
④ すべての材料を細かく刻み、よく混ぜる。 
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 お出かけの際に気をつけたいこと 

食事は３時間以上前にすませておこう 

胃袋の中にたべモノが残っていると車酔いしやすくなるので。 

長時間休憩できないからといって、多めに与えるのは禁物。 

トイレは車に乗る前にすませておこう 

すっきりした気分で出かけたいのはペットも同じ！ 

軽く散歩などをさせてトイレをすませておきましょう。 

車内の温度は涼しめに設定しておこう 

室温が上がりやすい夏場の場合、車内温度は20度前後を目安に調整してください。いくら暑いのがニガテでも、冷風の直撃は絶対に

NG。 

逆に、後部座席に乗せている場合などは、そこだけ風があたっていないなんてこともあるから気をつけて。 

温度計に頼らず、ときどきペットの位置から室温を確かめてあげよう。 

ドアや窓のロックはしっかりと

走行中もこまめに窓を開けて換気したいところだけれど、

自分でドアのレバーを踏んだりしてもいいようにと、

飛び出したり防止しのためにもロックはしっかりと・・！

ペットを載せるときは安全運転を心がけて 

人間より体が軽いわんちゃんは揺れや振動による負担も大きいので、 

急ブレーキーや急ハンドルなどの車内が安定しない走行は車酔いの原因になるので要注意。 

休憩は１～２時間に１度を目安に 適度な水分補給と軽めの散歩を 

車酔いしやすいわんこに限らず、ドライブ好きなわんちゃんだって、 

長時間車に揺られているのはしんどいもの、こまめに休憩をとって、リフレッシュさせてあげることが大切。 

車外に出るのは車内でリードをつけてから

ドアを開けた拍子に、ペットが飛び出してしまうことは少なくありません。

これが高速道路のパーキングなら危険度は倍増。

事故にあっても、すぐに病院に連れていける保証はないし、

ペットが原因でほかの車同士の事故を招いてしまったら、責任はもっと重大です！

車内に置き去りは思わぬ事故に原因にも 

店などに連れて入れないからといって、犬を車内に置き去りにするのは厳禁。 

停車中の車内はどんどん温度が上昇するため、わずかな時間でも熱中症になる恐れがあります。 

首輪やリードが車内設備にひっかかって、思わぬ事故につながることも。 

やむを得ず車内で待たせる場合は、必ずだれかが一緒にいてあげよう 

 

お出かけの際は安全かつ何のトラブルもないように外出されて下さい。 

病院のホームページにも前回のワンニャン通信や獣医師の休みなど色々載っています。 

 

 

 

 


